
国民の健康志向が高まる中、いわゆる健康食品（以下単に「健康食品」といい

ます。）が広く普及しています。これに伴って、各種広告媒体を使った広告・宣

伝も活発に行われています。一方で、このような広告・宣伝の中には、健康の保

持増進の効果等（以下単に「効果等」といいます。）が必ずしも実証されていな

いにもかかわらず、そうした効果等を期待させる表示（不当表示、誇大表示等）

が見受けられます。

消費者庁は、これまでに、健康食品の痩身効果を標ぼうする広告について、景

品表示法に違反するとして、５件の措置命令を出しています。

今回、これら措置命令で問題となった広告表現のほか、健康食品に関する専門

家の意見等を整理しました。

消費者の皆様がこれから健康食品を選択するに際して、有益な情報となれば幸

いです。

○ はじめに

消費者の皆様へ
（健康食品の表示について）

このような広告

本当かしら？

１粒飲むだけ！

超かんたん

ダイエット!?



これまでに消費者庁が行った措置命令５件では、健康食品について、
体験談などと一緒に以下のような記載があり、著しい痩身効果が表示
されていました。

これらは、いずれも、表示内容を裏付ける

合理的な根拠をあらかじめ有していなかったこ

とから、不当な表示とみなされました。

○ 決して食事制限はしないでください。このバイオ菌が恐ろしいまでにあなた

のムダを強力サポート

○ 食べたカロリー・溜まったカロリー なかったことに・・・

○ もうリバウンドしない『理想の姿』になりたい！！

○ 私たちはたった１粒飲んで 楽ヤセしました！！

○ 寝ている間に勝手にダイエット！？

○ 寝る前に飲むだけで努力なし！？

○ えっ！？普段の食事のままで・・・！

○ カロリーを気にしないって幸せ！

問題となる表示例
表示の裏付けとなる合理的な根拠なく、次のような表示を行うと、
景品表示法、健康増進法上、問題になります。

○ 人の身体を美化し、魅力を増し、容ぼうを変え、又は皮膚若しくは毛髪を
健やかに保つことに資する効果の表示

・最高のダイエットサプリメント！ 絶対に痩せられる○○サプリ！！

・もう運動の心配はありません！ ただ飲むだけで、だから簡単に痩せられる！！

<体験談の表示> 

・メリットとなる情報を断定的に表示しているにもかかわらず、デメリットとなる情報が

示されていない、又は消費者が認識し難い方法で表示されている場合

・一部の都合の良い体験談のみや体験者の都合の良いコメントのみ引用するなどして、

誰でも容易に同様の効果が期待できるかのような表示がされている場合

Before after

たった数か月で まるで別人!!
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○ 景品表示法に基づく措置命令（行政処分）の対象事例

○ 「いわゆる健康食品に関する景品表示法及び健康増進法上の留意事項について」
（平成25年12月24日公表）では、問題となる表示例として、次のように示してます。

１．問題となった広告表現



表示とは？

事業者が商品・サービスの内容、取引条件について行う
広告等の表示

例 ● チラシ ● パンフレットや説明書
● 新聞や雑誌に掲載された広告 ● ポスターや看板
● テレビＣＭ ● ウェブサイト 等

合理的な根拠がない効果・効能等の表示は、優良誤認を招く不当表示と
みなされます。
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○ 景品表示法は不当な表示を禁止しています。

○ 表示には「合理的な根拠」が必要です。

うそや大げさな表示など、消費者をだますような表示を禁止しています。

商品の内容について、一般消費者に対して実際のものよりも著しく優良であると示す

ことは、不当な表示（優良誤認表示）に当たります。

事業者が健康食品に効果等を表示すると、一般消費者は、通常、その商品にはその

表示どおりの効果等があると認識します。

効果等の著しい優良性を示す表示は、一般消費者に対して強い訴求力があり、顧客

誘引効果が高いので、そのような表示を行う事業者は、その表示内容を裏付ける合理

的な根拠をあらかじめ有しているべきものです。

事業者が健康食品について、一般消費者に対し、その効果等が実際のものよりも著

しく優良であると誤認される表示をしたり、その表示の裏付けとなる合理的な根拠を示

す資料を有していない場合には、景品表示法違反（優良誤認表示）となります。

○ 客観的に実証された内容であること
次のいずれかに該当するものである必要があります。

・ 試験・調査によって得られた結果

・ 専門家・専門家団体・専門機関の見解や学術文献

○ 表示された効果等と実証された内容が適切に対応していること
例えば、専門家が、その食品に含まれる主成分の含有量、一般的な摂取方法、

そして、適度な運動によって脂肪燃焼を促進する効果が期待できることを確認する

見解を示したとしても、これだけでは、この食品を食べるだけで１か月に５ｋｇの減

量効果が期待できると表示をする「合理的な根拠」にはなりません。

（不当景品類及び不当表示防止法第４条第２項の運用指針－不実証広告規制に関する指針（平成１５年））



問合せ先
消費者庁表示対策課食品表示対策室 ０３－３５０７－８８００（代）
〒100-6178 東京都千代田区永田町２－１１－１ 山王パークタワー

平成２６年６月作成

（参考）

○ いわゆる健康食品に関する景品表示法及び健康増進法上の留意事項について

http://www.caa.go.jp/representation/pdf/131224premiums_1.pdf

２．健康食品に関する専門家の意見

主菜
（魚、肉、
卵など）

副菜
（煮物、野菜な
ど）

汁物

主食
（米、パン、
めんなど）

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
事
と
適
度
な
運
動

が
重
要
な
の
！

○ 食事制限も運動もせず、楽して痩せることはあり得ません。
・ 消費エネルギーが摂取エネルギーを上回らない限り、人は痩せません。

・ 適度な運動や食事制限をしながら、人が痩せることができるのは、

６か月間で４㎏から５㎏程度です。

・ １ｋｇの脂肪を燃焼するためには７,０００ｋｃａｌの消費が必要です

（１時間の速歩きで３００ｋｃａｌ消費）。

運動をしたとしても、それだけで数週間で数ｋｇ痩せるという

ことはありません。

○ もっともらしい体験談に気をつけましょう ！
・ 体験談は、単にそういう人もいたということに過ぎず、全ての人に同様な効果が得

られるということはありません。

○ もっともらしい試験結果にも気をつけましょう ！
・ マウスなどの動物実験によって何らかの効果が期待できたとしても、ヒトに

同様の効果が期待できるとは限りません。

○ バランスの良い食事、適度な運動。それが健康の保持増進の大原則 ！
・ 健康食品で病気が治療できる、治癒するという科学的データはありません。

・ 健康食品さえ摂っていれば健康になるということはありません。

・ 不規則な生活を余儀なくされる現代人。不足しがちな栄養素を補ってくれる。

それが、健康食品なのです。
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